
中海・宍道湖湖底表層コアの花粉分帯と環境変遷

P0Ⅱen・analysis and environmental changes in Lakes Naka・no・umi

and shinji・ko

1.はじめに

大西郁夫、

ナ僑責物に時間の目盛をつけることは,自然

史研究の基礎として不可欠のことである.表

層ナ断責物に使われる最も確実で有交力な方法は,

霞ケ浦で行われているDのような,例えぱ,

浅間山の天明3年(1783)や富士山の宝永4

年(]707)などの,噴出年代の明らかな火山

灰をナ僑責物中に発見することであろう.中海・

宍道湖の自然史をテーマに発足した中海・宍

道湖自然史研究会のも,まずてはじめに,有

効な火山灰層の発見を目指し,中海・宍道湖

湖底から採取した6本の表層コアについて軟

X線(ソフテックス)写真の撮影や火山ガラ

スと重鉱物の分析を行った.その結果,表層

ナ僑責物中には,対比に有亥力な火山灰層は挾ま

れていないことが明らかとなった.

同時に,中海・宍道湖自然史研究会のは,

これらのコアについて,粒度分析・粘士鉱物

組成・貝形虫・有孔虫・珪藻・花粉・その他

の生物遺骸について予察的な検討を行い,各

コアにおいて,各種生物遺骸や粘士鉱物の深

度による変化に共通する傾向を認めた.徳岡

Ikuo oNISHI

ほガ)は,これらの変化から推定される環境

変化を中海・宍道湖周辺の主な歴史的出来事

との対応を考之,次ぎのようにのべている.

ただし,()中は加筆訂正した.

"すなわち,風土記時代の「飫宇の入海」

とは(宍道湖の) st-3の下底部の(中海

の湖底j鱈責物の表層部に多産する)有孔虫・

貝形虫の産出する層準以深で,宍道湖におい

ても海の景ラ響か士ヒ較的強かったと考えられる.

その後,宍道湖域においては海水の景ラ響が次

第に弱まり,(クンシ.ウモ属などの緑藻類

や)淡水種珪藻が優占となる層準の下底は,

1635年あるいは1639年といわれる斐伊川か

東流し宍道湖に注いだという出来事を示すの

ではないかと推定される.宍道沽肘儲責層の最

上部になって再び海の景,響の強まるのは,佐

陀川の開削や大橋河の浚楪と関係しているの

であろう."

これらの研究においては,花粉分析かおこ

なわれたのはSt-3のみであ1),時代推定

には主に水棲生物による環境変化に基ずいて

いる.しかし,工励生の中海・宍道沽川よ,斐伊

川河口域の淡水に近い状態から,境水道の海

水に近い状態まで,場所により大きく瑞寛か

変っている.したか'つて,"海の影響が強く* 理学音影也質学才斗
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6の花粉ダイアグラム
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なる"といっても,場所によ1)出現する生物

相は当然異なり,それらを対比して,時間の

目盛をいれることはかな1井夏雑である.それ

に対し,主にR皇ヒの植物からもたらされる花

粉は,湖の環境に支配されることなくナ餅責し,

湖周辺の植牛辧目の変化を反映して,どこでも,

同じような組成上の変化か期待できる.その

うぇ,中海・宍道湖周辺の海岸平野の幾つか

の遺跡において,繩文H寺f弌以後の遺物包含層

の花粉分析も進められてきた.その結果,弥

生H寺f弌から1励条にいたるH割弌はイネ科花粉帯

と命名さ北イネ科花粉帯はさらに上位から

マッースギ亜帯,マツ亜帯,典型亜帯,スキ

亜帯の4亜帯に細分されている.これらの亜

帯のうち,上位3亜帯は宍道湖底のSt-3

と中海湖底のSt-6 にもi忍められている4.

花粉帯の境界か湖底ナ僑責物中に連続して現れ

るかどうか,また,水棲生物から推定される

環境変化の層準と花粉帯の境界の関係はどう

か,など,興味ある問題力巧曵されている.

今回,中海・完首湖自然史研究会の力斗采取

した6本のコアの花粉分析力浣了したので,

その結果をここに報告し,あわせて,上記の

問題について考之てみたい.

この研究を行うにあたり,本大学・徳岡隆

夫・高安克己両氏はじめ中海・宍道湖自然史

研究会の樹立には,試料の採取と処理に多く

の援助を頂いた.深く感謝します.また,研

究費の一部に文部省ネ斗郭汗究費(一般(C),

課題番号59540490,沖積泥層の細分と対比

に関する基礎的研究,代表者大西郁夫)を

使用した.

大西郁夫

したのちプレパラートを作成した.検鏡は木

本花粉が200~250にたっするまで行い,その

間にi忍められた草本花粉,不明花粉,胞子,

その他の生物遺骸の種類と数を記録した.そ

の結果,次ぎの花粉種属を同定することか'て

きた.

オく本花粉:ヒノキネ"ーイチイ科,クロウメ

モドキ科,ウコギ科,ツツジ科,イチョウ属,

マキ属,モミ属,ツガ属,トゥヒ属,コウヤ

マキ属,スギ属,マオウ属,ヤマモモ属,ク

ルミ属ーサワグルミ属,ノグルミ属,ヤナキ

属,ハンノキ属,カバノキ属,ハシバミ属,

クマシデ属,クリ属,シイ属ーマテバジイ属,

ブナ属,ニレ属ーケヤキ属,ムクノキ属ーエ

ノキ属,モクレン属,シキミ属,フサザクラ

属,フウ属,キ<ダ属,イヌザンショウ属,

ウルシ属,カエデ属,トチノキ属,モチノキ

属,ツゲ属,プドゥ属,ツタ属,シナノキ属,

グミ属,サルスベリ属,ミズキ属,カキノキ

属,エゴノキ属,ハイノキ属,イポタノキ属,

トネリコ属,スイカズラ属,タニウツギ属,

ガマズミ属,マツ属複維管束亜属(二葉マツ

^動,コ十ラ属コナラ亜属(ナラ類),アカカ

シ亜属(カシま動

草本花粉:アサ〒斗,ナデシコ科,アカ"斗,

キンポウゲ科,アプラナ科,マメ科,セリ科,

ユリ科,イネ科,カヤツリグ"斗,キク科タ

ンポポ亜科,キク亜科,ソバ属,ギシギシ属,

キンポウゲ属,オキナグサ属,カラマツソウ

属,ハス属,コオホネ属,ワレモコウ属,ソ

ラマメ属,フウロソウ属,ツリフネソウ属,

ノブドゥ属,ゴギヅル属,キカシグサ属,ヒ

シ属,アリノトゥグサ属,フサモ属,ミツカ

シワ属,オオバコ属,オミナエシ属,カノコ

ソウ属,ヨモギ属,オモダカ属,サジオモタ

力属,マルバオモダカ属,ショウジョウバカ

Π.オ誹分分析の結果と花粉分帯

第2図に示した地点から採取した6本のコ

アから5Cm毎にi謂ヰをとり,所定の処理を施

山陰地域研究(自然環境)第2号別
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St-4

マ属,ネギ属,ワスレグサ属,アヤメ属,ホ

シクサ属,トウモロコシ属,ミクリ属,ガマ

属,タテ属イプキトラノオ節,サ十エタデ節

ーウ十ギツカミ節,イタドリ節,ガガプタ,

アサザ

また,花粉・胞子以外の生物遺骸としては,

緑藻類のクンショウモ属とケラストルム属,

渦鞭毛藻類,海綿骨針,プラントオパールな

どが同定できた.

花粉については,各種属毎にオC本花粉総数

(ΣAP)を母数としたパーセントを計算した.

また,オく本花粉・不明花粉・草本花粉・胞子

のそれぞれのパーセントも求めた.

主な木本花粉と草本花粉,花粉・胞子の比

率,クンショウモ属,ケラストルム属,渦鞭

毛藻類グX圖本数を第1図に示した.ただし,

St-3およびSt-6の花粉ダイアグラムは

中海・宍道湖自然史研究会羽および大西')

を再録した.

宍道湖の4地点(st-1~4)では類似し

た花粉組成の到ヒをしめす.すなわち,二葉

マツ類では,50~60cm以深では30%以下と

少ないがそれより上位に向って急、増し,40

~50cmと15Cm付近の2つの極大値を持って

いる.スギ属では,下部でやや多いが,上部

に向って減少し,最ヒ部の0~10cmで再び

増力Πする.その他の種属もスギ属と同じよう

な変化を示すが,30~40cm二葉マツ類が多

いながらもやや減少する層準で,小さな極大

第1表各コアにおける花粉亜帯の深度

0~10cm

10~65Cm

65~85Cm

St-3

0~10cm

]0~60cm

60~81Cm

St-2

0~10cm

10~50cm

50~68Cm

St-1

0~10cm

10~30cm

St-6

値をもっている.

中海のSt-6 では,二葉マツ類,モミ属,

ツガ属,ヒノキネ"ーイチイ科などの出工R率は

宍道湖と比べて低く,逆にナラ類,カシ類,

ニレ属ーケヤキ属,クマシデ属,ハシバミ属,

ハンノキ属およびイネ科は高いなど,地域的

な差異が見られる.しかし,各花粉種属の出

現率の変化は宍道湖と類似した傾向を示して

いる. st-3 とSt-6の花粉分帯について

はすでに発表したり.花粉組成の劉ヒか類似

している St-1, st-2 およぴSt-4 も同

様に,周辺の遺跡で設定されたイネ科花粉帯田

に属し,上位からマツースキ亜帯,マツ亜帯,

およぴ典型亜帯に細分されるであろう(第1

表)。

それに対し, st-5では,最ヒ部以外は二

葉マツ類の出工a率が低く,ナラ類やカシ類,

ムクノキ属ーエノキ属など力痕く,宍道湖や

St-6とは異なっている. st-5の位置は

大橋川の延長上にあり,大橋川の浚楪'により

表層j餅責物の層序か乱されているものと考之

られる. st-5において浚深の景解がどのよ

うに現れているか考えてみよう.中海・宍道

湖自然史研究会励に示された宍道湖底のアト

ラスデソ20の記録には,浚i業跡か深さ2~3

mの留也として現わされている.泥質の湖底

においては,浚深の跡がすぐに崩れてしまう

ということはないようである.とすると,浚

深により表層か取除かれた後には,より下位

0~10cm

]0~50cm

50~67Cm

St-5

0~10-15Cm

10-15~60cm

60~113Cm

1986年3月
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のナ断責物か湖底に露出するようになり,その

上を浚楪後のj僑責物力値接覆うようになる.

すなわち,柱状コアにおいては,浚楪時より

以前のある厚さのj僑責物か欠如するものと考

之られる. st-5の花粉ダイアグラムを検討

すると,0~]ocm (この部分の試料はコア

チューブから溢れだしたものを採取した)て

は,二葉マツ類が60%をこ之,また,スギ属

も10%近くあり,マツース美亜帯に属する.

また,10~]5Cmでは,二莱マツ類,スギ属,

カシ類など多くの種属において,上下の中問

的な値を示している.浚深によるj僑責物の欠

如かこの問にあり,この部分の試料には上下

のj瞥責物が混じっているものと考えられる.

15Cmよりも下位では,すべての試料におい

て,イネ科花粉の出現率力數十パーセントを

こえてぃるから,イネ科花粉帯に属すること

は明らかである.また,カシ類,シイ属ーマ

テバジイ属,ナラ類,クマシデ属,ニレ属一

ケヤキ属,ムクノキ属ーエノキ属などが多く,

二葉マツ類が50%をこえないことから,典型

亜帯よりも下位の亜帯に属するであろう.60

Cmより下位では,スキ属がかなり多いこと

から,この部分はスキ亜帯に属するものと考

えられる.

大西郁夫

剣斐的な出現状況を見ると,中海ではほんの

少数か散発的に出現するにすぎない爪宍道

湖では点受上部を1徐いてほほ連続的に出現し,

しかもイ剛本数も多い.また,宍道湖の中では

西部ほど多くなる傾向がある.最ヒ部では,

両湖ともSt-6のケラストルム属1イ剛本以外

にはまったく出現しない.このことは,これ

らの藻類は現在の宍道湖中央音断呈度の塩分濃

度でも生息、できないこと,および,淡フk域か

今湖に運ぴこまれて湖心まで達する個体はき

わめて少なく,もし,あるキ■伏において連続

的に出現するとすれぱ,これらの藻類はその

場所で生息、していたと考えられることを示し

てぃる.クンショウモ属やケラストルム属か

連続的にしかも安定して出現するSt-4や

St-3のコアの中部では,宍道湖中央部での

塩分濃度は現在よ 1)もっと低く,これらの藻

類力宏定して生活できる環境にあったのであ

ろう.なかでも, st-4 の40~55Cmの層準

などではクンショウモ属か数十個体以上も産

出してぃて,この藻類か力、な1)繁茂出来る環

境であったと思われる.

渦鞭毛藻類のシストがいくつかの層準に認

められてぃる.全"斐的に見れは失道湖ではま

れであり,中海ではやや安定して出現する.

とくに,2つのコアの最上部とSt-6 の20

Cm以深およびSt-5 の25~70cmでは,連続

的に安定して出現する.これらの層準では海

の景3響か強かったと考えられる.

珪藻は宍道湖のSt-3と中海のSt-6に

つぃて調べられている幻.それによると,宍

道湖では次ぎの4帯に分けられる.

0~15Cm,汽水イ妻種が優占する.

15~45Cm,淡水1薪重か優勢である.

45~70cm,海水オ妻種が多い.

70cm以深,海水棲種か産出するが個体数

Ⅲ.その他の生物群集に基ずく環境

変化とそのR寺【tキ佳定

花粉の検鏡の際に検出された緑藻類と渦鞭

毛藻類のイ圖本数は第1図に示した.これらと

中海・宍道湖自然史研究会幻によって報告さ

れてぃる珪藻,貝形虫,有孔虫などに基ずく

環境変化とそのH割弌について検討する.

緑藻類としては,クンショウモ属数種とケ

ラストルム属1種が同定された.これらは湖

沼や河川などの淡フk域に生活する群体である.

86 山陰地域研究(自然環境)第2号



は少ない.

中海では0~5Cmにおいては海水~汽水棲

種を多産し,宍道湖の表層部よ1)も海水の影

響の強い1業境が推定されている.5Cm以深

では珪藻は少なく,汽水キ薪重が力ずかに産出

するのみである.

貝形虫は,宍道湖ではほとんどまれにしか

産しないが中海では多産し,種組成,産出

個体数,種数とイ剛本数の比などから環境変化

か推定されている幻.それによると, st-6

の0~5Cmでは非常に内湾的な環境であり,

それと同じような環境はSt-6の50cm以深

およひSt-5の60cm以深にも認められる.

それに対し,外洋的要素の貝形虫が多く海の

景ラ紳の強い環境かSt-6 の30~50cmおよひ

St-5 の40~65Cmにi忍められる.また, st

-6の15~20cmでは一時的な外洋水の流入

もi忍められる.

有孔虫では,中海と宍道湖とで群集構成種

とその頻度に顕著な差か二忍、めら北中海相と

宍道湖相とか区別された.また,低頻度であ

る爪中海相の有孔虫の宍道湖への移動がみ

とめられている 2).

海綿骨金刊犬のものはSt-3の80cm以深か

ら報告されている公.今回, st-5の25~30

Cmにおいて海綿骨針か多産した.

コケムシは中海には一様に産するが宍道

湖では少なく, st-3の70cm以深でみられ

るのみであるの.

以上のような各種生物群集から推定される

環境変化を第2図にまとめた.宍道湖におい

てみられる最も顕著な環境変化は, st-2,

3,-4の45~55Cm付近にみられるクンシ

ヨウモ属の増加であろう. st-3では,これ

と同時に,それまで多かった海水棲珪藻に代

つて淡水棲珪藻が優占するようになる.中海・

中海・宍道湖湖底表層コアの花粉分帯と環境変遷

宍道渕泊然史研究会幻や徳岡ほか幻は,1635

年または]639年に斐伊川が東流して宍道湖に

注ぐようになったことをこの環j尭変化の原因

と推定している.今回,他の2本のコアでも

クンショウモ属の増加がみとめら北西部に

おいて個体数かより多いこと,その層準はマ

ツ亜帯の下音Ⅲこあること力旧月らかになった.

マツ亜帯の始まりは室町時代以前とされてい

る..江戸時代の初期に起こった斐伊川東流

をマツ亜帯下部にみられるクンショウモ属の

増加の始ま1)と関連させることはますます妥

当性を持つようになったと思力れる.この対

応関係とj僑責物の厚さから,大西田は,マツ

亜帯およびマツースギ亜帯の始ま1)をそれぞ

九約1500年および約1900年と推定している.

湖底直下のナ餅責物は含水率が大きく,ナ隹〒劃丞

度か大きいと考えられるから,後者の年代は

やべ藻斤しくなるであろう.

中海では,顕著な淡水化はおこらず,マツ

亜帯の始めに,そオ辻メ前の内湾・汽水的環境

から外洋的要素が多産する環境に変化した.

その後,次第に内湾的とな1),堀1モの非常に

内湾的な環境へと変化してきた.それに対し

宍道湖では,最ヒ部で再度汽水化する.これ

は汽水棲の珪藻が優占したり,中海相の有孔

虫やり'鞭毛藻類の出現から推定される.この

汽水化は佐陀川の開削や大橋川の浚深と関連

していると思われる田が詳しい関係はまた

解っていない.

中海・宍道湖自然史研究会のは中海コアの

下底部にみられる内湾・汽水的環境を弥生時

代から古墳時代前期,その上位の外洋的要素

の強い環境を古墳H寺f弌前期から「出雲j武士記」

の奈良H割弌を経て斗裟"割弌に至都討戈と考え

た.今回, st-5 には堆積物の欠如があ1),

マツ亜帯と典型亜帯の上部は欠けていること
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か明らかになった.その結果, st-6の外洋

的要素の強い環境の始まりはマツ亜帯の始ま

りと一致するのに対し, st-5のそれはスキ

亜帯の終り頃であり,2本のコアでそのE寺f弌

か'異なっていることがわかった.そして,ス

ギ亜帯の終りは古墳E手f戈中頃とされてぃる心

ことからみると,「出雲風士記」飫宇の入海

はSt-5のみに認められることが明らかと

なった.

中海・宍道湖湖底表層コアの花粉分帯と環境変遷

まとめと今後の課題Ⅳ.

1.中海・宍道湖自然史研究会のの採取し

た6本のコアの花粉分析か完了した.

2.宍道湖の4 本のコアと中海のSt-6

では花粉組成の変化力咳則以していて,1塑ヒで

得られたマツースキ亜帯・マツ亜帯・典型亜

帯などの花粉亜帯が湖底の表層ナ鱈責物に連続

すること力旧月らかとなった.

3.中海のSt-5では,大橋川の浚深のた

め,深度10~15Cmの間に堆積物の欠如があ

り、,コアの下部にスギ亜帯力哘寉認、された.

4. st-3において,マツ亜帯の下音磁こみ

られたクンショウモ属などの急増する層準は,

宍道湖の他の2本のコアにも認められた.ま

た,クンショウモ属dX圖本数は西部ほど多く

なることか明らかになった.その結果,この

層準を斐伊川東流と関連させることの妥当性

かさらに強まった.

5.中海のSt-5の50cm付近にみられる

外洋性の強くなる環境はスギ亜帯の末期から

始まる.この層準は「出雲風士記」の飫宇の

入海と関連するものと思われる.

6.とはいえ,宍道沽肌こおいてはスキ亜帯

力哘寉認されていない.中海においてもスキ亜

帯からの連続した資料は得られていない.両

沽川こおいて,さらに長いコアについて研究す

るg要があろう.

1)井内恕β,斎藤文紀,横田節哉:"霞ケ

浦湖底泥のj断責速度一・一火山灰層を用いた

ナ儲責速度算定法^",地質学雑誌,89,

125-128 a983)

2)中海・宍道湖自然史研究会:"中海・ 宍

道湖の自然史研究^その1.予察的柱状

採泥の結果について^",島根大学地質

郭汗究報告,1号,29-46 (]982)

3)徳岡隆夫,大西郁夫,高安克己:"中海・

宍道湖の底質と自然史研究",山陰地域研

究(自然環境),1号,61-70 (1985)

4)大西郁夫:"中海・宍道湖湖底およびそ

の周辺地域の最上部完新統の花粉分析",

島根大学地質郭汗究報告,4号,115-126

(1985)

5)中海・宍道湖自然史研究会:"中海・ 亡」ニ
ノ、

道湖の自然史研究^その4.アトラステ

ソ20による宍道湖底の音波調査^",島

根大学地質学研究報告,4号,127-132

(1985)
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*軟X線写真2)において上端から約1.50m (深度

約11.50m)にみられる線にあたると思われる.
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